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から移行した急性骨髄性白血病に対する血縁者間 HLA 半合致同種造血幹細胞移植．第 38 回日本造血細胞移植学会

総会；2016 Mar 3-5；名古屋． 
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第 10 回富山県研修医 医学生大会の開催概要．第 70 回富山県医学会；2016 Mar 13；富山． 
28)  小浦 詩，山田正明，立瀬剛志，関根道和，三原 弘，村上美也子．医学科 3 年生のワークライフバランスに関す

るアンケート報告．第 70 回富山県医学会；2016 Mar 13；富山． 
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カプセル内視鏡でみる消化管リンパ腫．第 31 回悪性リンパ腫治療研究会；2016 Apr 11-12；富山． 
30)  安藤孝将，渕野真代，加藤理子，三原 弘，細川 歩，在田幸太郎，和田暁法，村上 純，杉山敏郎．スライドカ

ンファレンス 3：胃原発の進行期 MALT リンパ腫が疑われている一例．第 31 回悪性リンパ腫治療研究会；2016 Apr 
11-12；富山． 

31)  三原 弘，岡澤成祐，和田暁法，田尻和人，梶波康二，音羽勘一，藤野 晋，濱野忠則，松井祥子，杉山敏郎．腹

部救急診療コースの開発．第 113 回日本内科学会講演会；2016 Apr 15-17；東京． 
32)  田尻和人，河合健吾，峯村正実，安村 敏，高原照美，杉山敏郎．BCLC-B, C 期進行肝細胞癌の Sorafenib を中心と

した治療戦略．第 102 回日本消化器病学会総会；2016 Apr 20；東京． 
33)  安村 敏，島 京子．適正で安全な自己血輸血に向けて．シンポジウム 13．第 64 回日本輸血・細胞治療学会総会；

2016 Apr 28-30；京都． 
34)  安村 敏．適正で安全な自己血輸血に向けて．共催セミナー14．第 64 回日本輸血・細胞治療学会総会；2016 Apr 28-30；

京都． 
35)  佐竹伊津子，安村 敏，富山隆介，中出祥代，道野淳子，島 京子，在田幸太郎，和田暁法，村上 純，北島 勲．

術後に特発性血小板減少性紫斑病（ITP）を発症した 1 症例．第 64 回日本輸血・細胞治療学会総会；2016 Apr 28-30；
京都． 

36)  道野淳子，安村 敏，富山隆介，中出祥代，佐竹伊津子，島 京子，在田幸太郎，和田暁法，村上 純，北島 勲. 
ABO 血液型亜型における遺伝子解析の実績と有用性について．第 64 回日本輸血・細胞治療学会総会；2016 Apr 
28-30；京都． 

37)  塩原康司，彼谷裕康，安村 敏，島 京子，道野淳子，横川 博．北陸 3 県における自己血輸血の現状と課題につ

いて．第 64 回日本輸血・細胞治療学会総会；2016 Apr 28-30；京都． 
38)  峯村正実，田尻和人，河合健吾，高木宏明，安村 敏，高原照美，杉山敏郎．マクロファージと細菌の相互作用の

検討．第 52 回日本肝臓学会総会；2016 May 19-20；千葉． 
39)  田尻和人，二日市有花，河合健吾，峯村正実，杉山敏郎．末梢血中の免疫細胞と肝細胞癌の予後との関係について

の検討．第 52 回日本肝臓学会総会；2016 May 19-20；千葉． 
40)  Li S, Takahara T, Fujino M, Tsukada K, Liu C, Li XL. Efficacies of Astaxanthin treatment on Ischemia-Reperfusion Injury in 

Fatty Liver Model of Mice. 第 52 回日本肝臓学会総会；2016 May 19-20；千葉． 
41)  田尻和人，河合健吾，峯村正実，杉山敏郎．Direct Strain Elastography を用いた肝線維化評価と慢性肝疾患の予後と

の関連について．第 89 回日本超音波医学会学術集会；2016 May 27-29；京都． 
42)  山田清貴，三原 弘，高木宏明，安藤孝将，梶浦新也，細川 歩，中嶋隆彦，井村譲二，新敷吉成，笠原善弥，杉

山敏郎．Warthin 腫瘍を合併した AIP の症例（研修医優秀演題）．122 回日本消化器病学会北陸支部例会；2016 Jun 5；
福井． 

43)  梶浦新也，近岡慎悟，村崎善之，立田夏美，中屋留美，山本恵子，林 直美，竹村佳記，島 友子，古市厚志，菓

子井達彦．当院におけるフェンタニル速放性製剤の使用状況と適正使用のための取り組み．第 21 回日本緩和医療学
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会学術大会；2016 Jun 17-18；京都． 
44)  三原 弘，ムハンマド ジブラン，鈴木庸弘，山脇秀元，南條宗八，安藤孝将，加藤智惠子，杉山敏郎．ワークショ

ップ 1「H. pylori 関連疾患を見つめ直す（基礎と臨床）」ピロリ菌感染は正常ヒト胃上皮細胞の伸展感受性イオンチ

ャネル TRPV4 のメチル化サイレンシングを誘導する．第 22 回日本ヘリコバクター学会学術集会；2016 Jun 24；別

府． 
45)  南條宗八，加藤智惠子，高嶋祐介，三原 弘，澤崎拓郎，塚田健一郎，杉山敏郎．尿素呼気試験によるヘリコバク

ター・ピロリ除菌判定の適正時期とカットオフ値の検討．第 22 回日本ヘリコバクター学会学術集会；2016 Jun 24；
別府． 

46)  髙木宏明，梶浦新也，細川 歩，中田直克，吉田啓紀，南條宗八，三原 弘，安藤孝将，藤浪 斗，杉山敏郎．超

音波内視鏡下穿刺吸引法で診断された神経内分泌腫瘍の5例．第107回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会；2016 Jun 
26；福井． 

47)  田尻和人，河合健吾，峯村正実，高原照美，安村 敏，杉山敏郎．ミリプラチンを用いた進行肝細胞癌に対する肝

動注化学療法の成績．第 52 回日本肝癌研究会；2017 Jul 1-2；東京． 
48)  田尻和人，河合健吾，峯村正実，高原照美，林 伸一，井村穣二．問題症例検討会 CR2-1 症例．第 52 回日本肝癌研

究会；2017 Jul 1-2；東京． 
49)  松原裕樹，在田幸太郎，和田暁法，村上 純，濱島 丈，杉山敏郎．緩徐な経過をたどったマントル細胞リンパ腫． 

第 34 回血液学会北陸地方会；2016 Jul 23；金沢． 
50)  藤浪 斗．クローン病マネジメントにおける小腸カプセル内視鏡のポジション．第 9 回日本カプセル内視鏡学会；

2016 Jul 27-28；東京．（ランチョンセミナー） 
51)  安藤孝将，細川 歩，三原 弘，高木宏明，吉田啓紀，植田 亮，南條宗八，藤浪 斗，梶浦新也，小川浩平，杉

山敏郎．進行・再発胃がん治療における化学療法誘発性下痢症の発症経緯及び小腸粘膜障害の検討．第 14 回日本臨

床腫瘍学会総会；2016 Jul 28-30；神戸． 
52)  吉田啓紀，細川 歩，元尾伊織，高木宏明，中田直克，南條宗八，三原 弘，安藤孝将，梶浦新也，藤浪 斗，杉

山敏郎．切除不能進行・再発大腸癌に対する TAS-102 療法の治療成績．第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会；2016 Jul 
28-30；神戸． 

53)  三原 弘，石木 学，関根道和，廣川慎一郎，北島 勲．富山大学医学教育センターにおける教育支援，ICT の活

用の取り組み．第 48 回日本医学教育学会大会；2016 Jul 29；大阪． 
54)  細川 歩．食道癌・胃癌．第 28 回教育セミナーB セッション．第 14 回日本臨床腫瘍学会；2016 Jul 31；神戸． 
55)  梶浦新也．緩和医療におけるテレビ会議システム活用による病病連携．第 2 回北陸緩和医療研究会臨床研究懇話会；

2016 Sep 2；金沢． 
56)  城 泰輔，山本修輔，在田幸太郎，富田隆浩，永井正一，黒田 敏．骨髄癌腫症をきたした神経膠芽腫の 1 例．第

91 回日本脳神経外科学会中部支部学術集会；2016 Sep 17；浜松． 
57)  Li S, Takahara T, Fujino M, Liu C, Li XL. Efficacies of Astaxanthin treatment on Ischemia-Reperfusion Injury in Fatty Liver 

Model of Mice. 第 48 回日本臨床分子形態学会総会；2016 Sep 23-24；熊本． 
58)  布村晴香，在田幸太郎，和田暁法，村上 純，杉山敏郎．Subcutaneous panniculitis-like T-cell lymphoma with 

hemophagocytic syndrome. 第 78 回日本血液学会学術集会；2016 Oct 13-15；横浜． 
59)  和田暁法，在田幸太郎，村上 純，杉山敏郎．Impact of geriatric assessment on survival in transplant-ineligible patients with 

myeloma. 第 78 回日本血液学会学術集会；2016 Oct 13-15；横浜． 
60)  島田清太郎，安藤孝将，細川 歩，高木宏明，高取俊介，中田直克，吉田啓紀，梶浦新也，三浦慶昭，藤浪 斗，

杉山敏郎．Cisplatin 投与困難な切除不能進行・再発胃癌症例に対する S-1+Oxaliplatin 療法の治療成績．第 54 回日本

癌治療学会総会；2016 Oct 20-22；横浜． 
61)  梶浦新也，菓子井達彦，近岡慎悟，村崎善之，中屋留美，山本恵子，林 直美，竹村佳記，安藤孝将，細川 歩，

杉山敏郎．当院におけるフェンタニル速放性製剤の使用状況．第 54 回日本癌治療学会総会；2016 Oct 20-22；横浜． 
62)  安藤孝将，細川 歩，北林 誠，高木宏明，中田直克，吉田啓紀，植田 亮，南條宗八，三原 弘，藤浪 斗，梶

浦新也，小川浩平，杉山敏郎．腹水を有する進行胃癌に対するサルベージ治療としての Irinotecan 療法の有効性．第

54 回日本癌治療学会総会；2016 Oct 20-22；横浜． 
63)  三原 弘，富永真琴，杉山敏郎．プリン作動性シグナルによる機能制御「胃上皮における TRPV4 メチル化サイレン

シング」．第 20 回 Japan Purine Club ミーティング；2016 Oct 27；東京． 
64)  安藤孝将，南條宗八，杉山敏郎．潰瘍性大腸炎における発がんのリスクマーカーとしての miR-124a のメチル化異常．

大
学
院
医
学
薬
学
研
究
部（
医
学
部
）

− 102 − − 103 −



「ワークショップ 5-4．マイクロ RNA と消化器疾患」．JDDW 2016 KOBE．第 24 回日本消化器関連学会週間；2016 Nov 
3-6；神戸． 

65)  中田直克，細川 歩，吉田啓紀，南條宗八，三原 弘，梶浦新也，藤波 斗，小川浩平，植田 亮，杉山敏郎．日

常診療における切除不能膵癌に対する FOLFIRINOX 療法の治療成績．JDDW 2016 KOBE．第 24 回日本消化器関連

学会週間；2016 Nov 3-6；神戸． 
66)  高木宏明，安藤孝将，細川 歩，元尾伊織，中田直克，吉田啓紀，南條宗八，三原 弘，梶浦新也，藤浪 斗．若

年者の切除不能進行・再発胃癌に対する化学療法の治療成績．JDDW2016KOBE．第 24 回日本消化器関連学会週間；

2016 Nov 3-6；神戸． 
67)  細川 歩，吉田啓紀，杉山敏郎．分子標的薬は消化管癌患者の予後を改善しているか? 大腸癌肝転移に対する一次

化学療法の形態学的変化に関する検討．JDDW 2016 KOBE．第 24 回日本消化器関連学会週間；2016 Nov 3-6；神戸． 
68)  河合健吾，田尻和人，三輪重治，峯村正実，安村 敏，高原照美，塚田一博，井村穣二，杉山敏郎．当院における

非 B 非 C 型肝細胞癌および NASH 背景と考えられた肝細胞癌症例の検討．JDDW 2016 KOBE．第 24 回日本消化器

関連学会週間；2016 Nov 3-6；神戸． 
69)  田尻和人，河合健吾，峯村正実，安村 敏，高原照美，杉山敏郎．進行肝細胞癌治療におけるネクサバールとその

併用／後治療の意義．JDDW 2016 KOBE；2016 Nov 3-6；神戸． 
70)  富山隆介，安村 敏，中出祥代，佐竹伊津子，道野淳子，島 京子，北島 勲．治療抵抗性であった小児温式自己

免疲性溶血性貧血（AIHA）の 1 例．第 34 回日本輸血•細胞治療学会北陸支部例会；2016 Nov 12；金沢． 
71)  道野淳子，安村 敏，富山隆介，中出祥代，佐竹伊津子，島 京子，北島 勲．HLA 抗体による NAIT と考えられ

た 1 症例．第 34 回日本輸血•細胞治療学会北陸支部例会；2016 Nov 12；金沢． 
72)  渕野真代，田尻和人，河合健吾，峯村正実，杉山敏郎．移植肝に生じた肝腫瘍の一例．第 123 回日本消化器病学会

北陸支部例会；2016 Nov 20；金沢． 
73)  Li S, Takahara T, Fujino M, Higuchi S, Ando H, Li XL. Macrophage specific delivery of TNF-a siRNA complexed with 

schizophyllan inhibits fatty-induced inflammation and fibrosis in a murine NASH model. 第 30 回肝類洞壁細胞研究会；2016 
Nov 25-26；富山． 

74)  門田彩花，松下孝子，林 直美，近岡伸悟，梶浦新也，菓子井達彦．当院緩和ケアチームのコンサルテーションに

関する満足度調査－10 年目の再評価－．第 37 回富山緩和医療研究会；2016 Nov 26；富山． 
75)  徳永麻美，藤浪 斗，安藤孝将，三原 弘，松原裕樹，橋本伊佐也，北條荘三，中嶋隆彦，杉山敏郎．胃全摘後の

逆流性食道炎との鑑別を要したサイトメガロウイルス食道炎の 1 例．第 108 回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会；

2016 Dec 4；金沢． 
76)  田尻和人，小澤龍彦，岸 裕幸，村口 篤．Peripheral myeloid dendritic cells may predict the prognosis of patients with 

hepatocellular carcinoma. 第 45 回日本免疫学会学術集会；2016 Dec 5-7；宜野湾． 
77)  堀川英世，竹村佳記，梶浦新也，近岡慎悟，高木昭佳，松下孝子，林 直美，島 友子，古市厚志，菓子井達彦，

山崎光章．硬膜外ブロックにより適正なオピオイド必要量を設定した症例．第 5 回富山がん性疼痛治療研究会；2016 
Dec 9；富山． 

 

◆ その他 
1)  杉山敏郎．消化器研究最前線．SUMMING UP 第 23 回．THE GI FOREFRONT 2016．Medical Review．2016；12(1)：

66-71．  
2)  高原照美．B 型肝炎の基礎知識．肝寿会 肝臓教室；2016 Dec 3；富山． 
3)  藤浪 斗．消化管内視鏡検査と治療の進歩．大塚製薬富山支店社内講演；2016 Mar 10；富山． 
4)  藤浪 斗．知っているようで知らなかった胃腸のトラブル．第 33 回下轡田いきいきサロン；2016 Aug 9；富山． 
5)  藤浪 斗．富山大学附属病院第 3 内科の内視鏡．JCHO 群馬中央病院院内研修会；2016 Jun 21；前橋． 
6)  藤浪 斗．NBI を用いた上部消化管診断～十二指腸編～．22 回北陸地区消化器内視鏡懇談会；2016 Aug 6；金沢． 
7)  藤浪 斗．臨床研修の問題点とその対策．平成 28 年度臨床研修指導医養成セミナー；2016 Nov 19；富山． 
8)  峯村正実．当科におけるソバルデイ錠・ハーボニー配合錠の使用経験．Toyama Hepatitis Expert Meeting；2016 Mar 15；

富山． 
9)  峯村正実．最新の C 型肝炎治療．富山県臨床工学技士会講演会；2016 May 29；富山． 
10)  峯村正実．肝疾患の血液検査データの見方．富山県肝炎治療コーディネーター養成研修会；2016 Jul 7；富山． 
11)  峯村正実．肝不全の薬物治療．富山県薬剤師会講演会；2016 Oct 15；富山． 
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12)  峯村正実．DAA による C 型慢性肝疾患の治療成績．ブリストル・マイヤーズ スクイブ社内講演会；2016 Dec 9；富

山． 
13)  峯村正実．C 型肝炎の最新治療．高岡ふしき病院感染対策研修会（講演会）；2016 Dec 15；高岡． 
14)  細川 歩．大腸癌肝転移に対する化学療法の形態学的変化の意義．大腸癌治療セミナー；2016 Apr 6；大宮． 
15)  細川 歩．ファーストラインを Bevacizumab とした時の治療戦略．Meet the Expert；2016 Sep 2；砺波． 
16)  細川 歩．大腸がんの診断と最新の治療を知ろう．WJOG 市民公開講座「がんを知りがんと共に生きる」；2016 Nov 

20；富山． 
17)  安村 敏．科学的根拠に基づいたアルブミン製剤の使用ガイドライン．新潟県輸血研究会会報．2016 Dec；29 (1)：

33-56． 
18)  安村 敏．患者中心の輸血医療（PBM）と自己血輸血．第 70 回日本自己血輸血学会教育セミナー；2016 Feb 6；福

井． 
19)  安村 敏．アルブミンの適正使用と自己血輸血．高岡市民病院輸血研修会；2016 Feb 10；高岡． 
20)  安村 敏．アルブミン治療のエビデンスと新使用ガイドラインについて．平成 27 年度北海道合同輸血療法研修会；

2016 Feb 13；札幌． 
21)  安村 敏．アルブミンのガイドラインについて．岡山県病院薬剤師学術講演会；2016 Feb 26；岡山． 
22)  安村 敏．科学的根拠に基づいたアルブミン製剤の使用ガイドライン．新潟県輸血フォーラム 2016；2016 Feb 27；

新潟． 
23)  安村 敏．輸血医療．済生会富山病院輸血療法研修会；2016 Mar 22；富山． 
24)  安村 敏．輸血療法の考え方と内科の輸血．第 16 回学会認定・自己血輸血看護師制度 合同研修会；2016 Mar 10；

札幌． 
25)  安村 敏．当科における DAA の使用経験．肝炎フォーラム；2016 Apr 14；富山． 
26)  安村 敏．アルブミン使用のエビデンスとガイドラインについて．第 5 回福井県周術期体液管理研究会；2016 Jul 30；

福井． 
27)  安村 敏．科学的根拠に基づいたアルブミン製剤の使用法．第三内科 Up to Date セミナー；2016 Sep 14；富山． 
28)  安村 敏．ウイルス性肝炎 最近の話題．富山の会；2016 Oct 10；上越． 
29)  安村 敏．輸血療法の考え方と内科の輸血．第 17 回学会認定・自己血輸血看護師制度 合同研修会；2016 Oct 15；

東京． 
30)  安村 敏．アルブミン使用のエビデンスとガイドラインについて．第 1 回周術期の輸液・栄養管理に関する 3 領域

合同検討会；2016 Nov 13；東京． 
31)  安村 敏．アルブミン使用のエビデンスとガイドラインについて．第 27 回秋田臨床輸血研究会；2016 Dec 3；秋田． 
32)  村上 純．多発性骨髄腫－これからの治療戦略．富山県血液疾患研究会 2016 Winter；2016 Mar 11；富山． 
33)  村上 純．H28 年度 TAFRO 症候群研究班会議？TAFRO/Castleman 臨床－病理中央診断会；2016 Jul 16；富山． 
34)  村上 純．血液腫瘍の感染症．UpDate セミナー；2016 Jul 27；富山． 
35)  小野瀬崇文，在田幸太郎，和田暁法，村上 純，杉山敏郎．異なる組織型のリンパ腫が合併した例．第 189 回がん

プロ がんプロ・キャンサーボード症例検討会；2016 Sep 8；富山． 
36)  田尻和人．肝硬変のトータルマネジメント．第 31 回肝寿会勉強会；2016 Apr 23；富山． 
37)  田尻和人．慢性肝疾患患者のトータルマネジメント．肝疾患連携懇話会；2016 Sep 13；富山． 
38)  安藤孝将．GIST 症例呈示．GIST アドバイザリーボード；2016 Sep；東京． 
39)  安藤孝将．胃がんの診断と最新の治療を知ろう．WJOG 市民公開講座「がんを知りがんとともに生きる」；2016 Nov 

28；富山． 
40)  加藤智惠子，南條宗八，杉山敏郎．Helicobacter pylori 感染症．認定医スキルアップ講座，スキルアップ 12，適切な

除菌判定時期とは？ Helicobacter Research．2016 Dec；20(6)：633-6． 
41)  南條宗八．炎症性腸疾患の Up to Date．アッヴィ合同会社／EA ファーマ株式会社 社外講師勉強会；2016 Jun 14；富

山． 
42)  南條宗八．クローン病の治療実績．バイオ プログレス ミーティング；2016 Jul 19；富山． 
43)  梶浦新也．アドバンスドケアプランニング．富山大学附属病院緩和ケアフォローアップ研修会；2016 Jan 30；富山． 
44)  梶浦新也．当院におけるアセトアミノフェン投与量の検討．北陸キャンサーペインセミナー；2016 May 7；金沢． 
45)  梶浦新也．がん治療の考え方．富山大学附属病院がん看護専門セミナー；2016 May 27；富山． 
46)  梶浦新也．緩和ケア概論．富山大学附属病院緩和ケア研修会；2016 Jun 11-12；富山． 
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47)  梶浦新也．倦怠感．厚生連高岡病院緩和ケア研修会；2016 Jul 17；高岡． 
48)  梶浦新也．消化器症状．済生会高岡病院緩和ケア研修会；2016 Aug 7；高岡． 
49)  梶浦新也．永遠のいのちと緩和ケア．NPO 法人ホスピス心のケアを考える会 永遠の日特別記念講演会；2016 Oct 8；

富山． 
50)  梶浦新也．消化器症状．富山大学附属病院緩和ケア研修会；2016 Oct 15-16；富山． 
51)  三原 弘．正しい下剤の使い方．平成 28 年度富山大学附属病院第 7 回研修医イブニングセミナー；2016 Sep 2；富

山． 
52)  三原 弘，杉山敏郎，安藤孝将，田尻和人，南條宗八，在田幸太郎．平成 28 年度ひらめき☆ときめきサイエンス～

ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI（研究成果の社会還元・普及事業）「消化管の痛みはどうやって感じているの？ 

体験してみよう！！」；2016 Aug 7；富山． 
53)  三原 弘．連載 Helicobacter pylori ニュース．Asia Pacific Digestive Week（APDW2015；2015 Dec 3-6；台北）． 

Helicobacter Research．2016；20(2)：186-9． 
54)  三原 弘，小浦 詩．富山県医師会の男女参画事業ワークライフバランスキャリアアップを考える（富山大学医学

科 3 年生対象）；2016 Sep 8；富山． 
55)  小浦 詩，山田正明，立瀬剛志，関根道和，三原 弘，小浦友行，村上美也子．医学生アンケートから見るワーク

ライフバランスと将来のキャリアデザインに関する男女差．第 7 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会；2016 Jun 
11-12；東京． 

56)  三原 弘．第三回医学部 FD マークシートで打ち込み作業をなくそう！ マークシート活用事例の共有と作成・取り

込み解析実習；2016 Nov 10；富山． 
57)  三原 弘．第四回医学部 FD e ラーニングシステム実習，Moodle 活用事例の紹介及びコンテンツ作成実習；2016 Nov 

24；富山． 
58)  三原 弘．Moodle を使って自習教材を作る取り組み．医学教育センター務委員会合同 FD“Active Learning の実際”；

2016 Mar 10；富山． 
59)  三原 弘．日本内科学会専門医部会北陸支部セミナー第 6 回腹部救急診療コース；2015 Dec 13；広島．（2015 年未

掲載分） 
60)  三原 弘．日本内科学会専門医部会北陸支部セミナー第 7 回腹部救急診療コース；2016 Jun 11；埼玉． 
61)  三原 弘．日本内科学会専門医部会北陸支部セミナー第 8 回腹部救急診療コース；2016 Oct 29；茨城． 
62)  和田暁法，三原 弘，峯村正実．日本内科学会認定第 10 回富山大学 ICLS・内科救急コース（JMECC）；2016 Jul 10；

富山． 
63)  和田暁法．多様化する骨髄腫治療におけるクリニカルクエスチョン．レブラミド適応拡大記念講演会 in Toyama；

2016 Jan 22；富山． 
64)  和田暁法．多発性骨髄腫の治療戦略．セルジーン株式会社社外講師勉強会；2016 Mar 28；富山． 
65)  和田暁法．予後不良染色体を有した移植適応患者に対する VRd 療法の経験．富山県多発性骨髄腫セミナー2016；2016 

Nov 4；富山． 
66)  和田暁法．当院における多発性骨髄腫の治療成績．ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社社外講師勉強会；2016 

Dec 8；富山． 
67)  吉田啓紀，明石桃子，南條宗八，杉山敏郎．クローン病における免疫調節薬や抗 TNF-α製剤中止後の再燃率の検討．

IBD Infliximab Meeting；2016 Oct 13；富山． 
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